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第99回　ランチョンセミナー 
Project Based Learning 先行研究調査報告	

•  PBLに関する会話(←ここを最初に開いていただければ幸いです) 

•  Project Based Learning VS Problem Based Learning 
–  歴史的な経緯(欧州?欧米?工学系?医学系?) 
–  国内の研究件数 
–  2つの授業デザインの比較 
–  2つの授業デザインの構成要素(Driving Questionとホワイトボード) 

•  Project Based Learning に適した授業とは？ 
•  Project Based Learning　を実施するうえでの課題 

•  記念すべき第100回目のランチョンセミナーは？ 



What’s PBL?	
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PBLを使うことで… 
な効果がある	

PBLって、Project Based   
Learningのことだろ? 

違うよ、Problem Based   
Learningのことだよ 



Project Based Learning (PJBL) VS Problem 
Based Learning (PBL)歴史的経緯	

•PJBL 
-デゥーイ, キルパトリックによる問題解決型学習やプロジェクト
メソッドが起源とする見解(経験主義教育論にもとづく教授法) 

-16世紀ヨーロッパの建築学校でおこなわれてきた 
-近年、認知科学の進展によりPJBLの学習方法が普及した。(学
習者自身が知識を構築, 学習は文化やコミュニティといった文
脈で醸成) 

•PBL 
-1960年代後半にカナダのマクマスター大学の健康科学部とアメ
リカのワシントンリザーブ大学薬学科でおこなわれた 

-医学教育を中心に普及し、法律、工学領域等多岐にわたる 
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Project Based Learning (PJBL) VS  
Problem Based Learning (PBL)国内の研究件数の動向	
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2つの授業デザインの比較 
個々の特徴と共通する要素はなんでしょうか？ 

Project Based Learning (PJBL) VS  
Problem Based Learning (PBL)	
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PJBL	 PBL	

共通部分	



Project Based Learning (PJBL) VS  
Problem Based Learning (PBL)	

•  2つの授業デザインの比較(湯浅等 2011) 
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PJBL	 PBL	

プロジェクトの成
果物が学習目標
の大きな 割合を
占めるため,知識
の適用により主
眼が置 かれる	

学習サイクルの	

プロセスに大き
な比重が置か
れるた め,新し
い知識の獲得
により主眼がお
かれる	

学習者/自身の学びをマネージ,協調的に学習に取組む	

教員/そのプロセスをサポートするファシリテーターを担う	

共通部分	



Project Based Learning	 Problem Based Learning	

問題	 Driving Question 	 現実的なはっきりとした	
構造をもたない問題 	

問題の役割	 具体的なプロダクトを生み出す科学的
探求プロセスに焦点を当てる 	

学習情報と推論方略に焦点を当てる 	

プロセス	 予測, 観察, 説明のサイ クル	 事実を同定し, アイディア・学習課題・SDL・
振り返りを生み出す 	

教員の役割	 やり取りの前後で	
内容の関連性を提示する 	

学習プロセスとモデル推論をファシリテート
する 	

協調学習	 仲間やローカルコミュニティメンバーと
議論する 	

アイディアを議論する. 個人がグループで
の問題 解決に新しい知識をそれぞれ持っ
てくる 	

ツール	 計画, データ収集, 分析, モデリング, 
情報収集などを支援するPCベースの
ツール 	

ホ ワ イ ト ボ ー ド	
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PJBL VS PBL 
Hmelo-Silverらの学習アプローチ(根本ら_2010 の翻訳を一部修正した) 	

実際の授業ではどのように使い分けされているのでしょうか？ 
→2011 JSISE全国大会へ 	



Driving Question	
•  よい driving question の特徴 (Krajcik et al., 2002)  

-(1) feasible・・・ 生徒が問いに答えるために、自分で探究活動を計画し、 
                         実行できる  
-(2) worthwhile・・・ 国や地域のガイドラインと整合性を保ち 
                              実際の科学者が取り組んでいる活動にも関係する、 
                              豊富な科学的内容を含んだもの 
-(3) contextualized・・・ 実世界に関係する内容で、些細ではなく、重要なもの 
-(4)meaningful ・・・ 学習者が興味を持ち、熱心に取り組めるもの 
-(5) ethical・・・ 個人、生命体、環境を傷つけないもの 

(長田尚子_2006,レポート:www.nakahara-lab.net/2006sakigake/1chapter19.pdf)	
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ホワイトボード	

Fact	 Idea	 Learning 
Issues	

Action Plan	
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• Hmelo-Silver, C. E. (2004). Problem-based learning: What and how do students learn? 
  Educational Psychology Review, 16(3)	

• グループ活動の共有,評価,計画をサポートする 専用のホワイトボート	
• 協調的に問題に取 り組む.まずグループで問題の状況から把握で きる事実を洗い出し	
 そこから導かれる問題解 決のアイデアや,アイデア実現の為に何を学べ ば良いのか	

 具体的に何を行う必要があるのか をグループで話し合う	



PJBLに適した授業とは？	
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• 三重大学版 Problem Based Learning 実践マニュアル-事例シナリオを用いたPBL実践-,  
三重大学高等教育創造開発センター編, 4項　http://www.hedc.mie-u.ac.jp/pdf/pblmanual.pdf	



Project Based Learning　を実施するうえでの課題	

•  高等教育機関においては授業時間内における学習者間の対面機関は確保さ
れているものの初等中等教育にくらべ履修科目や行動が学習者間で統一され
ないため、授業時間外に対面でグループワークを行う時間は制限されてしまう(
西森等 2005)	

•  グループレベルの協調性,創発性を発揮し,グループ学習の意義を高めて行くに
は他者がどのようなことを知っており,どのようなことをしているのかということを
相互に分かることが重要である。(加藤 2004)	

•  教授者の役割と学生の役割を明確にするべき(黒田等　2001)	
•  プロジェクトスコープおよびモチベーションの形成が不十分なままプロジェクト
が進行してしまう(矢野等　2001)	

•  学習達成度の評価が難しい,グループでの活動そのものを評価するのは更に困
難(大隅等 1999)	
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• Project Based Learning の評価手法の整理し特徴をまとめる(2011 JSET)	
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第100回目のランチョンセミナー	
•  登壇者:仲林 清 教授 (千葉工業大学) 

•  タイトル:「ビデオとアンケートシステムを活
用した情報科教職科目「情報と職業」の授
業実践」 

•  2011年7月27日(水)　１２：００~ 
•  熊本大学からご発表していただきます、保健センター2F会
議室にお越し下さい。オンライン参加者の告知にもご協力
ださい。 
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